
 
 

◆ビジター紹介（9/22） 

 〔かのや東 RC〕 久留正嗣さん、井高知篤さん 

         森 健一さん、大石万希生さん 

矢野常広さん 

◆会務報告 

1． 秋の全国交通安全運動出発式への出席につい 

て（依頼） 

2． 姉妹地区 3482 地区（台北）との姉妹クラブ 

友好クラブ交流のご案内 

3． 「活動の魅力・フォトコンテスト」作品募集の

お知らせ（応募期間：2025.7.1～2025.9.30） 

4． アンケート回答まとめ（8/25 奉仕プロジェク

ト部門勉強会 zoom） 

5． 2025-26 年度第 2 回奉仕プロジェクト部門 勉

強会（Zoom）のご案内 

 日時：2025年 10月 27日(月)18：30～19：15 

6． ハイライトよねやま Vol.306 

7． 地区補助金 専用口座届出書の提出について 

8． 2025-25 年度 地区大会記録誌 PDF  

9． 鹿児島県アジア・太平洋農村研修センター 

2024 年度事業報告書「あゆみ」送付について 

10．地区大会信任状証明書について 

11．企業による森林づくり活動に関するアンケー

ト調査について（依頼） 

12．延岡東 RC 創立 60 周年記念式典・祝賀会のご

案内 

   日時：2026 年 1 月 24 日(土)13：30 開会 

   会場：ガーデンベルズ延岡 2F 

13．週報 ………… 鹿屋 RC、かのや東 RC 

 

14．風の便り Vol.11 No.2 

15．10 月米山月間資料のご案内 

16．地区戦略計画委員会特別セミナーのご案内 

   日時：2025 年 11 月 30 日(日)14 時～16 時 

   会場：メインホテル 5 階 

   基調講演：刀根荘兵衛様（RID2650 PG）        

17．ガバナー月信 10 月号（PDF） 

18．2026 年台北国際大会のご案内資料 

19．第 47 回バギオ訪問交流の旅のご案内 

20．10 月例会変更のお知らせ 

  〔鹿屋 RC〕 8 日(水)観月会の為 18：30～ 

        29 日(水)特別休会 

  〔きもつき RC〕15 日(水)⇒19 日(日)へ変更 

         やぶさめ祭り献血運動のため 

     例会 9:00 鹿児島相互信用金庫高山支店 

  〔志布志 RC〕21 日(火)ｽﾎﾟｰﾂ例会のため 

        ﾌｲｯﾄﾈｽｸﾗﾌﾞ ｱｴﾙ (AEL)12：30～ 

  〔志布志みなと RC〕1 日(水)19：00～観月会 

          大黒ﾘｿﾞｰﾄﾎﾃﾙ ﾋﾞｱﾃﾗｽ 潮騒 

     8 日(水)第 2 週目ですが通常例会 19：30 

     15 日(水)祝日週につき休会 

     22 日(水)⇒26 日(日)7 時～志布志城址清掃 

     29 日(水) 休会(定款第 7 条第 1 節) 

 
 

会長 久木田弘さん 
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地区大会 2025 年 10 月 17(金)～19 日(日)  場所：延岡総合文化センター・エンシティホテル延岡 

今月のロータリー月間 

・基本的教育と識字率向上月間 

・ロータリーの友月間 

龍潭ロータリーの識字率向上 

プロジェクト 

https://kanoya24-rc.synapse.kagoshima.jp/


皆さんこんにちは、今月のロータリー月間は基本

的教育と識字率向上月間及びロータリーの友月間

です。今回、友好クラブの龍潭ロータリークラブが

識字率向上のプロジェクトを計画しています。 

それらを含めてお話し致します。 

My Rotary で調べると、世界全体の成人識字率

はおよそ 86％です。読み書きのできない 15 歳以上

の人の数は、世界に約 7 億 7500 万人。 

特にサハラ以南のアフリカや南アジアでは識字率

が低く、女性に限れば世界全体で 3 人に 1 人が十

分に読み書きできない状況です。さらに、世界の小

学校に通えない子どもは約 6700 万人。読み書きが

できないということは、単に本が読めないというだ

けではありません。情報にアクセスできず、職業の

選択肢が限られ、社会に参加する機会を奪われるこ

とにつながります。教育の欠如は貧困の連鎖を生み、

健康や平和にも影響を及ぼします。教育を受けられ

ないことは、そのまま将来の貧困や差別の要因とな

ってしまいます。 

こうした課題に対し、ロータリーは世界中で教育

支援を行っています。教室や図書館の整備、教師の

研修、教材の提供、そして女子教育の推進です。例

えば、アフリカの一部地域ではロータリークラブが

現地の村に図書館を建設し、子どもたちが放課後に

安心して勉強できる環境をつくりました。南アジア

では女性に読み書きを教える講座を開き、家計管理

や子育てに役立てられるようにした例もあります。 

今回、友好クラブの龍潭クラブがこの識字率向上

プロジェクトを行うことになり、西ロータリークラ

ブに応援の依頼が参りました。 

龍潭ロータリークラブからのプロジェクトは次

の通りです。龍潭ロータリークラブの発案により、

桃園市龍潭区の三和国民小学校における図書館の

改修と機能転換を支援し、読書活動および識字推進

課程を組み合わせることで、地方地域の児童および

住民の読書能力と学習機会の向上を目指します。 

三和小学校は複数の村を学区とする小学校であり

高齢化と人口減少が進む農業地域に位置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

市街地の図書館や文化資源センターまでは 20 分以

上かかります。創立から 79 年を経た学校図書館は、

施設・空間・蔵書が不足しており、生徒の読書ニー

ズに十分応えられず、地域の共用読書スペースとし

ての活用も困難な状況です 

2025 年 4 月、龍潭ロータリークラブは現地を訪問

し、フォーカスグループ座談、アンケート調査を行

いました。対象は、三和国小学校の校長・教職員・

生徒・保護者会・照東国小学校代表・地域発展協会

および住民です。調査結果から、地域は現在、読書

資源の不足、家庭蔵書量の少なさ、読書雰囲気の醸

成困難といった問題に直面しており、さらに識字率

や教育水準が市街地平均を大きく下回っているこ

とがわかりました。これにより、児童の言語発達と

住民の学習機会の双方に課題が生じています。 

さらに、地域には利用しやすい公共学習スペースが

なく、学校図書館は断続的な開放にとどまり、教員

や生徒は十分な読書指導や推進能力を持たず、読書

習慣の定着を妨げています。 

本計画は次の実施を予定しています 

1．図書館の空間改修と設備の更新 

2．蔵書と図書資源の拡充 

3．読書推進活動と識字教育課程の企画・教員およ

びボランティアの研修 

本計画の期待される効果には以下が含まれます 

1. 学童の読書環境を改善し、識字能力と言語理解

力を向上させること 

2. 図書館の開放を拡大し、地域の共有資源センタ

ーとして活用すること 

3. 教師・ボランティア・生徒が参加する図書管理の

仕組みを構築すること 

4. 地域の家庭における読書文化を育成し、世代を

超えた学びと交流を促進すること、本計画の完

了後、三和小学校は毎年の予算を継続的に編成

し、地域発展協会、保護者会およびボランティ

アチームを通じて、書推進および図書館の運営

を維持していきます。これにより、地方の地域

において持続可能で再現可能なリテラシー支

援モデルを構築します。 

次に龍潭ロータリークラブから LINE できた依

頼文です。  

今年は地元のミニ小学校を支援することにしまし

た。提案書にも記載されている通り、鹿屋西ロータ

リークラブがこの社会奉仕活動を後援していただ

ければ幸いです。 

プロジェクトの総予算は 6 万米ドルで、そのうち



85%は当社と台湾からの資金で賄われます。 

規定により、外国企業は名義上のスポンサーとなる

必要があります。鹿屋西ロータリークラブに、15%

の共同出資への参加を希望されるか、お問い合わせ

をお待ちしております。 

予算書に記載のとおり、グローバル補助金プロジェ

クトには、少なくとも 15％の海外 DDF の拠出が

必要となっております。 

つきましては、姉妹クラブである鹿屋西ロータリー

クラブ様にお願いがございます。 

もし可能であれば、2730 地区にご相談いただき、

3501 地区・龍潭ロータリークラブのグローバル補

助金案件に対して、6,900 米ドル分の DDF のご支

援をご検討いただけますでしょうか。 

また、当該 6,900 米ドルについては、3501 地区よ

り2730地区へ同額のDDF返還が必要かどうかも、

あわせてご確認いただけますと幸いです。 

という依頼が来ましたのでロータリー財団委員会

の北山委員長に依頼して地区に問い合わせて頂い

たところ、次の様に回答がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この回答を 8 月 25 日の理事会で承認を得た結果を

龍潭ロータリーに報告致しました。これに対し龍潭

ロータリーより丁重なお礼が参りました。 

現在ロータリー財団委員会に置いて DDFの申請に

向けた作業を進めているところです。  

以上で会長の時間といたします。が 

最後に本日のわくわくくじの当選者には私の店

からですが、化粧品ではなく本格万能だしパックを

5 名の方にお持ち致しました。私のお勧めはおにぎ

りにパックを破いて振りかければ超激ウマのおに

ぎりになります。お試しください。 

また、次回のわくわくくじのプレゼントは遠矢さん

からです。 

 

 

阪口陽祐さん 

皆さんこんにちは。入会 3 カ

月目で 3 分間スピーチの大役

をありがとうございます。 

私は警備会社をしておりまし

て警備業の歴史をお話させていただきます。 

《警備業界史》 

 警備業の起源は 19 世紀中葉のアメリカであると

言われています。当時のアメリカでは、列車強盗へ

の対策として警備が行われていました。この列車強

盗の警備を行ったピンカートン探偵社などが、世界

初の警備会社であったと言われています。 

また、銀行の現金輸送の際に、銀行員が馬車の荷台

に乗って警備を行っており、当時の警備は現在の

「輸送警備」に近い内容であったと考えられます。 

日本に警備業が誕生したのは、1962 年(昭和 37 年)

で窃盗が横行したこの年、飯田亮氏と戸田壽一氏の

二人が、日本警備保障（現在のセコム）を立ち上げ

ました。これが日本における警備業の起源になりま

す。しかし、「水と安全はタダ」という安全神話が

一般的だった当時は、警備業はすぐに受け入れられ

るものではありませんでした。 

しかし、戦後の復興を経て、東京ではドーナツ化現

象（都市化の進行に伴い、都心部の居住人口が減少

し、代わりに郊外の居住人口が増加する現象）など

の新しい社会現象も生まれていて、人気の少ない夜

間を狙った強盗が急増しました。 

それに対し、当時の「守衛」は警備のノウハウを持

っておりませんでした。そこで、警備のプロフェッ

ショナルが必要となっていきました。 

警備業が一般的に認知されたのは、1964 年、東京

オリンピック選手村建設現場の警備でした。 

この翌年、「東京警備指令ザ・ガードマン」がテレ

ビドラマ化されたことで、警備業の存在は板に付い

たと言えます。東京オリンピックで全国に知れ渡っ

た警備業は、高度経済成長のビル建設ラッシュに乗

り、一気に需要が増えました。しかし、警備員によ

る不祥事（百貨店で巡回中の警備員が窃盗）が相次

ぎ、せっかく築き上げた信頼も著しく損なわれてし

まい、警備業は新たな正念場を迎えました。 

この状況を打開するために開発されたのが、「機械

警備システム」でありました。当初は誤報も多かっ

たが、1969 年永山則夫（連続射殺犯）の逮捕に貢

献したことで、警備業は信頼を回復したそうです。 

一方で日本中を驚愕の渦に巻き込む事件が同時期

に 1968 年 12 月 10 日の「三億円強奪事件」が発生

しています。これは、日本信託銀行国分寺支店の現

2730 地区からの回答 

1. 2730 地区の拠出額 6,900＄を 7,000＄まで

増額し、龍潭 RC の拠出額を 100＄程度減

額する必要あり  

※相手国側の拠出割合が 15％を超過す 

る必要がある為（WF を除いた割合）  

2. 2730 地区からの全額拠出が可能  

3.  相手地区からの返還の必要は無い  

4. 西ロータリークラブからの拠出は基本的に

必要なし。ただしグローバル補助金認可前

に発生する、事前の渡航費用等は補助金対

象外となる可能性が高いので注意下さい。 

 



金輸送車が、警察官に扮した犯人によって輸送車ご

と奪われたもので、被害総額は当時の物価では三億

円（現在の価値では約 20～30 億円に相当）で、こ

のときに現金輸送車を運転していたのは銀行員で

あり、輸送車も特殊車両ではありませんでした。 

この事件の教訓から、以後は専門の訓練を積んだ警

備員が現金輸送を行うようになったそうです。 

1972 年には警備業法が施行され、警備業に対する

法整備も行われ、1986 年には警備員検定制度が設

けられました。1995 年の阪神大震災では、警備員

の誘導により、非常事態での混乱が最小限に食い止

められたそうです。 

しかし、2001 年には兵庫県明石市の花火会場で群

衆雪崩が発生（1 平方メートルあたり 13 人から 15

人）という異常な混雑となり、観客 11 人が死亡 183

名の負傷する事故が発生。明石市、兵庫県警、警備

会社の過失が問われるなど、問題も山積みでした。 

2001 年 9 月 11 日、ニューヨークで警備員の活躍

したのが「9.11 テロ」で、このとき、世界貿易セン

タービルの警備員が冷静かつ的確な誘導を行い「警

備員の誘導がなければ、死傷者は 3 倍に膨れ上がっ

ただろう」と言われているそうです。 

以上で警備業の歴史と発展または必要性をお話し

させていただきました。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

山下 俊也さん 

公共イメージから 2 点お話さ

せて下さい。 

一つは「活動の魅力・フォト

コンテスト」についてです。 

今年度の広報・公共イメージ部門の部門長四元さ

ん肝入りの企画です。募集要項につきましては各

テーブルに 1 枚置いておりますので確認下さい。 

ポイントを説明しますと。今年の奉仕活動などの

写真を A５サイズに現像して、下記の応募用紙と

一緒に地区事務所に郵送での応募です。 

締切前日の 29 日までにいただけましたら事務局

でまとめますのでご参加をお願いします。 

そして二つ目。 

9 月は「ロータリーの友月間」だそうです。 

今回、雑誌『ロータリーの友』を PR するための

動画素材が制作されましたので、この機会にご覧

ください。 

内容は 

・ロータリーの友月間に寄せて 髙野委員長 

・対談 髙野委員長 ✕ 編集長・野崎恭子 

・所長からのごあいさつ ロータリーの友事務所

所長・渡辺剛 

・あるある相談室 佐々木千佳子パストガバナー 

✕ 編集長・野崎恭子 

・あるある相談室 石川彌八郎パストガバナー 

✕ 編集長・野崎恭子 

この素材は、地域雑誌『ロータリーの友』のご購

読やご活用を促進する目的で提供されてます。 

それ以外の用途でのご使用はご遠慮いただきます

ようお願いいたします。 また、ウェブサイトや

SNS などへの転載はご遠慮ください。 

 

◆スマイル報告             〈 1 件 〉 

〇10 年皆勤表彰を頂きました。ありがとうございま

した。心はいつまでもチャレンジャーです。今後共

よろしくお願い致します。……………… 前田(数) 

〇本日の米山 BOX スマイルは 3,967 円です。 

 累計(一般) 113,000 円 

（財団） 45,711 円   （米山） 29,420 円 

＊＊＊＊＊ ありがとうございました ＊＊＊＊＊ 

 

Rotary コーディネータ―NEWS 2025 年 8 月号より  

台北国際大会推進コーディネーター 

 出村 知佳子さん（札幌北 RC） 

台北は、日本から大変近く多くの友人がいる国際大会

の舞台です。歴史ある文化、美味しい料理、そして人々

の温かさ…..そのすべてが、訪れる私たちをやさしく

迎え入れてくれます。2026 年 6 月 13 日から 17 

日まで、台北ドームを中心に開催される「2026 年ロ

ータリー国際大会」では、世界中からロータリー会員

やロータリーファミリーが集い、友情と奉仕の精神を

分かち合い、国際的なつながりを深めます。 

主なプログラムは以下の通りです。（すべて台北ドー

ムにて開催） 

- 6 月 14 日（日）：開会式（午前・午後の 2 回） 

- 6 月 15 日（月）：全体会議（午前） 

- 6 月 16 日（火）：全体会議（午前） 

- 6 月 17 日（水）：閉会式（午後） 

また、RI 理事主催による親善朝食会も予定されてい

ます。 

- 日時：2026 年 6 月 14 日（日）7:00 AM 

- 会場：圓山大飯店（Grand Hotel Taipei）12 階 

台北国際大会への登録は【My Rotary】から可能で、

登録期間によって参加費が異なります。早めの登録が

お得ですので、ぜひこの機会にご予定ください。お一

人でも、ご家族やクラブの仲間とでも、台北での貴重

な体験を楽しんでいただけることと思います。 

週報担当： 志村 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%B3%E6%96%B9%E3%83%A1%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%AB

